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１ 目的  

   このマニュアルは建設業が取り組む「週休 2日の定着」を発注者として支援するために 

 試行する「週休 2日制モデル工事」（以下、「モデル工事」という。）に関する必要な事 

 項を定め、円滑な実施を図ることを目的とする。 

 

２ 用語の定義  

  （１）週休 2日 

対象期間において、毎月、4週 8休以上の現場閉所を行ったと認められる状態をい 

う。（月単位の現場閉所率が全て 28.5％以上になった状態をいう。） 

 （２）対象期間 

    工事着手日から工事完成日までの期間をいう。なお、年末年始 6日間（例：12月 29

日～1月 3日）、夏期休暇 3日間（例：8月 13 日～8月 15 日）、工場製作のみを実

施している期間、工事全体を一時中止している期間のほか、受注者の責によらず現

場作業を余儀なくされる期間などは含まない。 

 

 

 

 

 （３）工事着手日 

    工期の始期日以降の実際の工事のための準備工事（現場事務所等の建設または測量 

   をいう。）に着手する日をいう。 

 （４）工事完成日 

    後片付け完了後、工事完成通知書を監督職員に提出する日をいう。 

（５）現場閉所 

    巡回パトロールや保守点検等、現場管理上必要な作業を行う場合を除き、現場事務 

所での事務作業を含めて 1日を通して現場や現場事務所が閉所された状態をいう。 

 （６）4週 8休 

    対象期間内の現場閉所率が、28.5%（8日/28 日）の水準に達する状態をいう。なお、 

降雨、降雪等による予定外の現場閉所日についても、現場閉所日数に含めるものとす 

る。 

（７）現場閉所率 

 対象期間内の現場閉所日数の割合で、現場閉所日数を対象期間日数で除した値（小 

数第２位以下切り捨て）のことをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 対象工事  

   試行対象工事は、本市が発注する土木工事のうち、発注者が指定する工事とする。 

 

４ 積算方法  

  当初の予定価格において、次に掲げる経費に、それぞれの補正係数を乗じた補正を行う。 

施工後に現場閉所の達成状況を確認し、週休 2日が達成されなかった場合（月単位の現場 

閉所率が１回でも 28.5％未満となった場合）は、請負代金額のうち当該補正分を減額して 

契約変更を行うものとする。 

  （１）労務費     ：1.05 

  （２）機械経費(賃料) ：1.04 

  （３）共通仮設費   ：1.04 

  （４）現場管理費   ：1.06 

 

５ 実施方法  

  （１）発注時 

発注者は、公告文および特記仕様書にモデル工事である旨を記載する。また、設計 

図書（参考資料）に「工事工程表」（様式 1）を添付する。  

（２）契約 

    契約の締結にあたり、次の内容を週休 2日制モデル工事に係る特約条項として、工 

事請負契約書に記載する。 

 ・受注者は、工事の施工に当たり、週休 2日制モデル工事実施マニュアル（試行） 

（以下「マニュアル」という。）に定める現場閉所率を達成するものとする。 

 ・発注者は、施工後に受注者の現場閉所の達成状況を確認し、マニュアルに定める 

現場閉所率が達成されなかった場合は、請負代金額を減額する変更を行うものと 

する。 

（３）契約後 

    工事契約後、受発注者で速やかに協議を行い、発注者が発注時に示した「工事工程 

表」を基に、関係者協議の有無や協議完了予定時期等の工事工程のクリティカルパス 

を共有する。 

 （４）工事着手後 

１）受注者は、「週休 2日計画工程表」（様式 2）を作成し、監督職員に提出する。

この「週休 2日計画工程表」は月単位で提出するものとする。また、提出期限は、

当初月は工事着手日までとし、それ以降は月初めの作業開始前までとする。 

   ２）受注者は、対象期間中、やむを得ない理由により「週休 2日計画工程表」に示し

た「現場閉所計画日」に作業を行う場合は、当初の「現場閉所計画日」から起算し

て前後 14日以内に振替現場閉所日を設けることができる。振替現場閉所日を設け

る場合は工事打合せ簿により監督職員と協議を速やかに行う。この振替現場閉所日

は、当初の「現場閉所計画日」を含む月の現場閉所日数としてカウントして、現場

閉所率を算出する。 

 

 ３）「週休 2日計画工程表」に示した工程から大幅な変更が生じた場合は、その理由 



 

と変更後の工程について、受発注者で協議を行う。 

４）工程の変更理由が以下の①～④に示すような受注者の責によらない場合は、適 

 切に工期の変更を行う。  

① 契約内容と異なる事項等が発生し、工事工程の条件に変更が生じた場合 

② 著しい悪天候により作業不稼働日が多く発生した場合 

③ 工事中止や工事一部中止により全体工程に影響が生じた場合 

④ その他特別な事情により全体工程に影響が生じた場合 

   ５）受注者は、毎月提出する「工事履行報告書」（土木様式 11）に現場閉所日数と現 

場閉所率を記載する。（記載例参照）また、「工事履行報告書」に「現場閉所実績 

書」（様式 3）を添付する。なお、受注者は「現場閉所実績書」における現場閉所 

日を確認できる書類（作業日報等）を「工事履行報告書」提出時に監督職員に提示 

する。 

 

 

６ 成績評定  

   週休 2日の現場閉所を行ったと認められる場合は、工事成績評定の加点および該当項目 

の追加を行う。ただし、明らかに受注者側に週休 2日に取組む姿勢が見られなかった場合 

（4週 6休未満）については、点数を減ずる措置を行うものとする。 

条件 加点・減点※3 

月単位の現場閉所率が全て 

4週 8休(28.5%)以上の場合 
＋1点※1 

月単位の現場閉所率が 1回でも 

4週6休(21.4%)未満となった場合 
－1点※2 

上記以外 ±0点 

※1：加点は主任監督員の評価項目「創意工夫」で行う。成績評定における割合は 0.4 であ 

  るため、工事成績評定の加点は 0.4 を乗じた点数となる。 

 ※2：減点は総括監督員の評価項目「法令順守」で行う。 

 ※3：上記以外にも、総括監督員および主任監督員の評価項目「施工状況」の細別「工程管 

理」において、該当項目の追加を行い、週休 2日の取組みを適切に評価する。 

 

７ アンケートの実施  

   発注者がモデル工事に関するアンケート調査を実施する。アンケート調査の対象は、月

単位の現場閉所率が 1回でも 28.5％未満となった工事を対象とし、受注者は工事完成検査

後、２週間以内に調査票を発注者へ提出する。なお、調査票については、監督職員から別

途指示する。 

 

８ その他  

   このマニュアルに定めのない事項については、監督職員と協議すること。 

 



工事工程表

工事名：
週休2日制モデル工事

道路管理者協議

検査期間

支障物件移設
発注者

後片付け期間

受注者
付帯工

○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月担当者 工種

準備期間

管きょ工(開削)

管きょ工(推進)

様式1



自

至

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

取付管および
ます工

準備工

管きょ工(開削)

管きょ工(推進)

週休2日計画工程表　

工　期
令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

マンホール工

工事名

令和〇年〇月

種　　　　　別工　　　　　種 備　　　　　考

No,1人孔

小型マンホール
工

組立マンホール
工

現場代理人氏名

舗装撤去工

受注者

1路線

場　　　　　所

現場閉所率：
9/28=32.1%

No,1立坑

現場閉所計画日

対象期間

立坑工

付帯工

舗装復旧工

様式2

着手日



○○工事

㈱○○建設

令和○○年4月

1 月 対象期間外（着手日前）

2 火 〃

3 水 着手日

4 木

5 金

6 土 ○ ○ ○

7 日 ○ ○ ○

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土 ○ ○ ○

14 日 ○ ○ ○

15 月

16 火 ○ 雨天により休工、4/20の振替現場閉所日

17 水

18 木

19 金

20 土 ○ ●4/16振替済み 地元との協議による

21 日 ○ ○ ○

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土 ○ ●5/1振替予定 地元との協議による

28 日 ○ ○ ○

29 月 ○ ●5/2振替予定 地元との協議による

30 火

令和○○年○月○日

監督職員名

現場閉所実績書

○：6、●：3、合計：9　現場閉所率　9/28＝32.1%

※１：対象期間外の場合は、斜線を記入する。
※２：「現場閉所計画日」欄には、様式2に示した現場閉所計画日に○をつける。

※３：「現場閉所実施日」欄には、実際に閉所した日に○をつける。
※４：「現場閉所率算出用」欄には、振替現場閉所日を除く実際に閉所した日に○をつける。

また、振替現場閉所日を設けた（予定含む）現場閉所計画日に●をつける。
※５：現場閉所率は「現場閉所率算出用」欄に記載された○と●を用いて算出する。

工 事 名：

受 注 者：

日 曜日
現場閉所
計画日

備考
（着手日、工事完成日、平日を閉所した理由、

閉所計画日に閉所しなかった理由、振替日等を記載）

現場閉所
実施日

現場閉所率
算出用

様式3

履行状況確認欄



○○工事

㈱○○建設

令和○○年5月

1 水 ○ ○ 4/27の振替現場閉所日

2 木 ○ ○ 4/29の振替現場閉所日

3 金 ○ ○ ○

4 土 ○ ○ ○

5 日 ○ ○ ○

6 月 ○ ○ ○

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土 ○ ○ ○

12 日 ○ ○ ○

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土 ○ ○ ○

19 日 ○ ○ ○

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土 ○ ○ ○

26 日 ○ ○ ○

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

令和○○年○月○日

監督職員名

現場閉所実績書
工 事 名：

受 注 者：

○：10、●：0、合計：10　現場閉所率　10/31＝32.2%

※１：対象期間外の場合は、斜線を記入する。
※２：「現場閉所計画日」欄には、様式2に示した現場閉所計画日に○をつける。

※３：「現場閉所実施日」欄には、実際に閉所した日に○をつける。
※４：「現場閉所率算出用」欄には、振替現場閉所日を除く実際に閉所した日に○をつける。

また、振替現場閉所日を設けた（予定含む）現場閉所計画日に●をつける。
※５：現場閉所率は「現場閉所率算出用」欄に記載された○と●を用いて算出する。

備考
（着手日、工事完成日、平日を閉所した理由、

閉所計画日に閉所しなかった理由、振替日等を記載）

現場閉所
実施日

現場閉所率
算出用

日 曜日
現場閉所
計画日

様式3

履行状況確認欄



 

 

土木様式－１１ 
 
 

工 事 履 行 報 告 書 
 
 
 
工事名  

工 期 ～ 

日 付 （    月分） 

月  別 予定工程 ％ 
（ ）は工程変更後 実施工程 ％ 備  考 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

（記事欄） 
【週休２日制モデル工事】 
■4 月実績･･･現場閉所日数 10 日、現場閉所率 10/28=35.7％ 
■当月までの累計･･･現場閉所日数 10 日、現場閉所率 10/28=35.7％ 

 
 

記載例 


